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(57)【要約】
　アミンオキシド界面活性剤、アルカリ金属水酸化物、第二アルカリ源、キレート化剤、
非イオン性界面活性剤、及び凝固剤を含む、実質的に非水性固体濃縮組成物が提供され、
そして該濃縮組成物は、安定な水溶液を調製するのに有用である。所望により、本組成物
は、アニオン性界面活性剤、腐食防止剤、染料、香料、又は安定化剤の任意の１種又は組
み合わせを含んでよい。本発明の超濃縮組成物は、固体送達に特に適している。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）アミンオキシド界面活性剤、
　（ｂ）アルカリ金属水酸化物、
　（ｃ）第二アルカリ源、
　（ｄ）界面活性剤、および
　（ｅ）キレート剤
を含み、安定な水性使用溶液を調製するのに有用な固形物に形成される濃縮組成物。
【請求項２】
　さらに腐食防止剤、溶媒、ヒドロトロープ、染料若しくは香料のいずれか１種又は組み
合わせを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記腐食防止剤が、メタケイ酸ナトリウム、ケイ酸カリウム、ケイ酸ナトリウム、炭酸
水素ナトリウム、またはそれらの組み合わせを含む、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記溶媒がグリコールエーテルを含む、請求項２に記載の組成物。
【請求項５】
　前記ヒドロトロープがキシレンスルホン酸ナトリウムを含む、請求項２に記載の組成物
。
【請求項６】
　さらに凝固剤を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記界面活性剤が非イオン性界面活性剤を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記界面活性剤が陰イオン性界面活性剤を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記界面活性剤が、非イオン性および陰イオン性界面活性剤の組み合わせを含む、請求
項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記凝固剤が、ポリエチレングリコール、酢酸ナトリウム、硫酸ナトリウム、炭酸ナト
リウム、トリポリリン酸ナトリウム、またはそれらの組み合わせを含む、請求項６に記載
の組成物。
【請求項１１】
　前記凝固剤が尿素、水および非イオン性界面活性剤を含む、請求項６に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記第二アルカリ源が、アルカノールアミン、アミノアルコール、アルカリ金属塩、ケ
イ酸塩、リン酸塩、またはそれらの組み合わせを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記アミンオキシド界面活性剤がラウリルジメチルアミンオキシドを含む、請求項１に
記載の組成物。
【請求項１４】
　前記非イオン性界面活性剤が少なくとも１つの長鎖アルコキシル化アルコールを含む、
請求項７に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記アルカリ金属水酸化物源が、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、またはそれらの
組み合わせを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記キレート剤が、ジカルボキシメチルグルタミン酸四ナトリウム塩、メチルグリシン
－Ｎ－Ｎ－アセト酢酸三ナトリウム塩、イミノ二コハク酸ナトリウム塩、エチレンジアミ
ン四酢酸四ナトリウム塩、グルコン酸ナトリウム、またはそれらの組み合わせを含む、請
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求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記固形物が、型入れ成形または押し出し成形で形成される、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１８】
　前記固形物が、タブレット、圧縮固体、または粉末固体である、請求項１に記載の組成
物。
【請求項１９】
　前記固形濃縮物が、実質的に非水性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項２０】
　（ａ）１～１０質量％のアミンオキシド、
　（ｂ）５～５０質量％のアルカリ金属水酸化物、
　（ｃ）０．５～５５質量％の第二アルカリ源、
　（ｄ）０．０５～７０質量％の界面活性剤、
　（ｅ）０．５～６０質量％のキレート剤
を含む実質的に非水性の濃縮組成物であって、該濃縮組成物は固形濃縮物に形成され、そ
して該固形濃縮物は、安定な水性使用溶液を調製するのに有用である、濃縮組成物。
【請求項２１】
　前記界面活性剤が非イオン性界面活性剤を含む、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記非イオン性界面活性剤がアルコールアルコキシレートである、請求項２０に記載の
組成物。
【請求項２３】
　さらに凝固剤を含む、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２４】
　（ａ）５～１０質量％のアミンオキシド、
　（ｂ）５～３５質量％のアルカリ金属水酸化物、
　（ｃ）２０～４５質量％の第二アルカリ源、
　（ｄ）０．０５～８質量％の界面活性剤、
　（ｅ）１５～３０質量％のキレート剤
を含む実質的に非水性の濃縮組成物であって、該濃縮組成物は固形濃縮物に形成され、そ
して該固形濃縮物は安定な水性使用溶液を調製するのに有用である、濃縮組成物。
【請求項２５】
　さらに１～２０質量％の凝固剤を含む、請求項２４に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記凝固剤が、酢酸ナトリウム、ポリエチレングリコール、またはそれらの組み合わせ
を含む、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　さらに腐食防止剤を含む、請求項２４に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記腐食防止剤がメタケイ酸ナトリウムを含む、請求項２４に記載の組成物。
【請求項２９】
　前記固形濃縮物が、実質的に非水性である、請求項２３に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は硬質面の処理を目的とした組成物を導く。本発明は、硬質面の洗浄組成物、特
に超濃縮されており、水に充分に溶解分散し、卓越した安定性および脱脂能力を示す組成
物に関係している。
【背景技術】
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【０００２】
　界面活性剤を含む液体洗浄組成物は既知である。このような組成物は、例えば処理され
る硬質面に対し、有用な洗浄効果を提供するとともに有用な脱脂効果も提供するために、
希釈形態または調製済形態の硬質面洗浄剤として使用される。このような組成物は、一般
的に大量の水で希釈されると相溶性の問題をもたない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　一部の目的のために、無水または実質的に無水の液体脱脂組成物が望まれている。一部
の事例において、かかる組成が無水性または実質的に無水性であるとき、計測済み用量を
用意することができるため、これらの組成の使用者は、硬質面を洗浄する度に使用する界
面活性組成を適切な量に計測する必要がなくなる。
【０００４】
　したがって、当分野において、面、特に硬質面を洗浄したり、より詳細には脱脂能を提
供したりする上で有用な改良済み組成に対しては、実質的かつ継続的な需要がある。当分
野において、洗浄における便益を提供し、また従来技術の硬質面用洗浄用組成物の短所を
１つ以上克服する改良された硬質面処理用組成物に対して、実質的かつ継続的な需要があ
る。特に、超濃縮形態にて提供され、水に素早く溶け、アルミニウムなどの軟金属を腐食
させないことが望ましい硬質面洗浄組成物をさらに向上させることが必要である。腐蝕性
物質を含む硬質面洗浄組成物にとって、液体硬質面洗浄剤を含む腐蝕性物質のように、目
や皮膚にはねかかることのない固形体が必要とされている。
【０００５】
　希釈して使用する組成物は、汚れた面に対する用途において、硬質面からあらゆる有機
汚れまたは油脂汚れを弛緩させ除去する上で、十分な期間だけ適用するのに適している。
一般的に対象となる汚れには、油脂、および実質的に非水溶性のその他溶媒などの分子量
の大きい有機組成を有する有機／無機の複合汚れが含まれている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の濃縮組成物は、特に固形濃縮物に適している。本発明に一致する濃縮組成物の
、有望な溶解分散特性は、特にこの背景に有用である。固形物は、粉末、ペレット、タブ
レット、ペースト、押し出し成形、型入れ成形、圧縮固体いずれの固形体でも供給が可能
であるが、これらに限定されるものではない。いずれの形態においても、固形濃縮組成物
は大量の計量された水または溶媒を加えられ使用溶液に形成される。これらの形態は、タ
ッパー、瓶、成形トレー、水溶性フィルム、不溶性フィルムにて包装される。いずれの固
形形態でも、固形物は水を噴霧するか注ぎ、溶かして使用溶液を形成することで必要分を
使用する。本発明に一致する濃縮組成物の、有望な溶解分散特性は、特にこの背景に有用
である。
【０００７】
　一態様において、本発明は、複雑な有機または油脂汚れおよび無機汚れ除去のため、水
溶液中で使用される完全に定式化された製品の添加物として、本発明の組成を使用するこ
とを伴う。このような用途において、本発明の組成物は水性溶液に組み入れられ、特定の
基材から汚れを除去するよう設計される。かかる基材は一般的な硬質面を含む。かかる面
は、食品調理用途、レストラン、食料品店、家庭、事務所、介護施設、デイケアセンター
、病院、ならびに食品汚れまたは他の油脂汚れが硬質面上に蓄積することのあるその他の
場所に存在し得る。かかる面は、脱脂または有機汚れ除去組成物としての本発明の組成物
を含む、調製された硬質面洗浄剤を使用して洗浄される。
【０００８】
　本発明の固形組成物は押し出し成形または型入れ成形の場合もある。当業者であれば理
解するであろうが、固体を得るために使用される方法に応じて組成も変わるであろう。
【０００９】
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　完全な水溶性溶液形態での、安定した水性洗浄／脱脂液体組成物の調製に使用される固
形苛性濃縮物は、１～１０質量％のアミンオキシド界面活性剤、０～５質量％の任意の有
機アルカリ性原料（モノエタノールアミンおよび／またはアミノメチルプロパノールが望
ましい）、０～２０質量％粉末ヒドロトープ、使用溶液ｐＨに緩衝する５～５０質量％ア
ルカリ性原料（炭酸ナトリウム、または炭酸カリウム、またはそれらの組み合わせが望ま
しい）、および０．０５～５０質量％の粉末状キレート化物、０～１０質量％グルコン酸
ナトリウム、１～５０質量％苛性アルカリ性成分（固形水酸化ナトリウムまたは固形水酸
化カリウムが望ましい）、０～５０質量％陰イオン界面活性剤（粒状直鎖アルキルベンゼ
ンスルホン酸ナトリウムまたはラウリル硫酸ナトリウムが望ましい）、および０．０５～
２０質量％非イオン界面活性剤（長鎖アルコールアルコキシレートが望ましい）を含んで
提供される。さらに、腐食防止剤、保存料、香料、染料を組み合わせたものなどが任意で
追加される。本発明に一致する固形組成物を調製するために、カルバミドとしても知られ
る尿素、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、ポリプロピレングリコール（ＰＰＧ）およ
びデンプンのような凝固剤が含まれることもある。本組成物に凝固特性を与える様々な無
機物も含まれる。かかる無機剤は、炭酸カルシウム、硫酸マグネシウム、硫酸ナトリウム
、硫酸水素ナトリウム、アルカリ金属リン酸塩、酢酸ナトリウム、およびその他既知の水
和化合物を含む。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
発明を実施するための形態
　本発明の組成物は固形生成方法に適した、独特のものである。固形形態は、濃縮粉末、
ペレット、タブレット、ペースト、固形ブロックを含む。ペレットおよびタブレットは、
タブレットマシンで圧縮成形される。固形ブロックまたはペレットは、押し出し成形技術
または、流し型、もしくは鋳込み型成形により成形される。
【００１１】
　以下に定義する用語について、それらの定義は、本明細書中の特許請求の範囲またはそ
の他において別の定義が与えられない限り、適用されるべきものである。
【００１２】
　本明細書中のすべての数値は、明示のあるなしに関わらず、「約」という用語で修飾さ
れているものと仮定する。「約」という用語は一般に、提示された値と同等である（すな
わち、同じ機能または結果を有する）と当業者が見なすであろう数値の範囲を意味する。
多くの事例において、「約」という用語は、最も近い有効数字に四捨五入された数値を含
むことがある。
【００１３】
　質量パーセント、質量によるパーセント、質量％、およびその同義語は、材料の質量を
組成の質量で割り１００を掛けた材料の濃度を意味する。
【００１４】
　両端点による数値の範囲の内容には、その範囲内に包含されるすべての数値が含まれる
（例えば、１～５の範囲には、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、および５
が含まれている）。
【００１５】
　本明細書および添付の特許請求の範囲で用いられている単数形は、内容が明確に指示さ
れていない限り、複数の指示対象を含んでいる。したがって、例えば、「化合物」を含む
組成物への言及には、２つまたはそれ以上の化合物の混合物が含まれる。本明細書および
添付の特許請求の範囲で用いられている「または」という用語には、その内容が明確に指
示されていない限り、一般にその意味に「および／または」を包含して用いられる。
【００１６】
　「アルキル」という用語は、特定数の炭素原子を有する一価の直鎖または分鎖炭化水素
基を意味する。アルキル基は、組成物の特定機能で干渉されない置換基で、非置換または
置換が可能であり、また同じかまたは異なる基で１回または２回置換が可能である。置換
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基は、例えば、アルコキシ基、ヒドロキシル基、メルカプト基、アミノ基、アルキル置換
アミノ基、ニトロ基、カルボキシ基、カルバノイルオキシ基、シアノ基、メチルスルホニ
ルアミノ基、またはハロ基を含むことがある。「アルキル」の例は、メチル、エチル、ｎ
－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－
ヘキシル、３－メチルペンチルおよび類似物を含む。
【００１７】
　「アルコキシ」という用語は、特定数の炭素原子および炭素－酸素－炭素結合を有する
一価の直鎖または分鎖炭化水素基を意味し、組成の特定の機能を妨げない置換基で置換さ
れなくても置換されてもよく、同一または異なる基で一度または二度置換されてよい。置
換基は、例えば、アルコキシ基、ヒドロキシル基、メルカプト基、アミノ基、アミノ置換
アルキル基、ニトロ基、カルボキシ基、カルバノイルオキシ基、シアノ基、メチルスルホ
ニルアミノ基、またはハロ基を含むことがある。例えば、メトキシ、エトキシ、プロポキ
シ、ｔ－ブトキシ、およびその類似物を含む。
【００１８】
　本明細書で使用されるＥＯ、ＰＯ、またはＥＯ／ＰＯという用語は、それぞれエチレン
オキシドおよびプロピレンオキシドを意味する。ＥＯ／ＰＯは、エチレンオキシドとプロ
ピレンオキシドのブロック共重合体を意味する。
【００１９】
　「界面活性剤」または「表面活性剤」という用語は、液体に追加するとその液体表面の
特性を変化させる有機化学物質を意味する。
【００２０】
　別段の記載がない限りにおいて、本明細書で提供されるすべての質量パーセントは、製
造者から提供される原材料の質量パーセントを反映している。各成分の活性物質質量パー
セントは、製造者から提供される製品データシートを使用することにより、そこで提示さ
れる情報から容易に決定できる。
【００２１】
固形組成物
　固形組成物の調製において、本発明の濃縮脱脂剤は組成物の中に苛性成分を混合するこ
とにより、焦げ付きや重合汚れの除去を目標に処方されている。
【００２２】
腐蝕成分入り固形組成物
　実施形態の多くは固形生成物を提供する。これらの実施形態は苛性成分を含み、焦げ付
きまたは重合汚れの除去に適している。安定した使用溶液を調製するために、調製物は水
で希釈されることができる。この苛性固形実施形態は、固形水酸化ナトリウムまたは固形
水酸化カリウム、アミンオキシド界面活性剤混合物によって提供されるアルカリ性原料、
炭酸ナトリウムまたは炭酸カリウム、粉末または顆粒キレート剤のような使用溶液ｐＨに
緩衝する第二アルカリ性原料、任意の第二アルカリ性原料（アミノメチルプロパノール、
モノエタノールアミン、トリエタノールアミンなど）、任意の腐食防止剤（メタケイ酸塩
、ケイ酸塩、および／または炭酸水素塩）、長鎖アルコールアルコキシレート（非イオン
性）界面活性剤（または他のＥＯ、ＰＯあるいはＥＯ／ＰＯ非イオン性界面活性剤）、任
意の顆粒または粉末陰イオン界面活性剤、任意の粉末ヒドロトロープ（キシレンスルホン
酸ナトリウムまたはＳｔｅｐａｎ　Ｓｔｅｐａｎａｔｅ　ＳＸＳ－９３）を含む。微小球
状または粉砕尿素（凝固剤）および水（尿素を吸蔵凝固させる）は任意であり、そして固
形物の液体非イオン性界面活性剤成分が、尿素ベースの凝固メカニズムが要求するほど高
い場合にのみ必要となる。水溶グリコールエーテル溶媒（引火点２０１°Ｆ以上）および
実質的に水溶グリコールエーテル溶媒（引火点２０１°Ｆ以上）も任意である。固形腐蝕
性ベースの脱脂剤は、約１：１５００の質量比で水に希釈でき、さらに望ましくは、約１
：２５～約１：１０００の質量比、最も望ましくは、約１：５０～約１：５００の質量比
にて使用組成物または使用溶液を調製する。
【００２３】
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　下表に、本発明の固形、苛性、濃縮脱脂剤実施形態の成分範囲を定める。
【００２４】
【表１】

【００２５】
　組成物の各種類は下記でさらに詳述している。
【００２６】
アルカリ金属水酸化物
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　押し出しまたは型入れ成形固形実施形態において、固形組成物は苛性成分として言及さ
れたものとは別のアルカリ金属水酸化物を含む。苛性成分ベースの洗浄剤は、脂肪鹸化、
タンパク質分解、焦げ付き汚れ除去、重合汚れ除去、大量の顔料を含んだ汚れの除去に有
用である。適切な苛性成分の例としては、アルカリ金属水酸化物が挙げられる。アルカリ
金属水酸化物の主な例は、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、および苛性成分としても
知られる水酸化リチウムである。固形実施形態において、水酸化ナトリウムまたは水酸化
カリウムあるいはそれらの組み合わせは、約０．０５～最大約５０質量％、さらに望まし
くは、１～最大約４５質量％、最も望ましくは、５～最大約４０質量％の量で組成物に含
まれる。
【００２７】
第二アルカリ性源料
　汚れの除去は、通常、洗浄用組成または脱脂剤の製造に使用されるアルカリ源により達
成される。本明細書で用いられる「第二アルカリ性原料」という用語は、先に言及したア
ルカリ金属水酸化物とは異なるアルカリ性原料を意味する。第二アルカリ性原料は有機、
無機、およびそれらの組み合わせである。有機第二アルカリ性原料は、しばしば強い窒素
塩基、例えば、アンモニア（水酸化アンモニウム）、アミン、アルカノールアミン、およ
びアミノアルコールを含む。アミンの典型例には、少なくとも１０個の炭素原子、好まし
くは１６～２４個の炭素原子、または最大２４個の炭素原子を含むアリール基、アラルキ
ル基、またはアルカリル基を有し、また他の基に結合している任意の窒素がアルキル基、
アリール基またはアラルキル基またはポリアルキレン基によって任意選択的に置換される
ことによって形成されている、飽和または不飽和の直鎖または分鎖アルキル基によって示
される少なくとも１つの窒素結合炭化水素基をもっている第１、第２、または第３アミン
およびジアミンが含まれる。アルカノールアミンの主な例は、モノエタノールアミン、モ
ノプロパノールアミン、ジエタノールアミン、ジプロパノールアミン、トリエタノールア
ミン、トリプロパノールアミン、およびその類似物を含む。アミノアルコールの主な例は
、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール、２－アミノ－１－ブタノール、２－アミ
ノ－２－メチル－１，３－プロパネジオール、２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパ
ネジオール、ヒドロキシメチルアミノメタン、およびその類似物を含む。
【００２８】
　代表的な第二無機アルカリ性原料もまたアルカリ金属塩、ケイ酸塩、リン酸塩、および
それらの組み合わせである。代表的なアルカリ金属塩は、炭酸ナトリウム、リン酸三ナト
リウム、炭酸カリウム、およびそれらの組み合わせを含む。代表的なケイ酸塩は、メタケ
イ酸ナトリウム、セスキケイ酸塩、オルソケイ酸塩、ケイ酸塩、ケイ酸カリウム、および
それらの組み合わせを含む。代表的なリン酸塩は、トリポリリン酸ナトリウム、ピロリン
酸四カリウム、ピロリン酸ナトリウム、リン酸三ナトリウム、ピロリン酸カリウムおよび
それらの組み合わせを含む。炭酸塩およびリン酸塩は、水ベースの使用溶液のｐＨを緩衝
することが知られている。
【００２９】
　洗浄性能の付加は界面活性材料の使用で得られる。一般に、陰イオン性または非イオン
性の界面活性剤は、他の成分と共にかかる洗浄剤に形成され、相当な汚れ除去性を有する
洗浄液を生成する組成物を得る。多くの任意の洗浄成分は汚れ除去力を高めるが、第一の
汚れ除去力はアルカリ金属水酸化物および第二アルカリ性原料およびアミンオキシド、陰
イオン性または非イオン性界面活性剤から得られる。
【００３０】
　苛性系組成物の固体送達のための実施形態において、アルカリ性原料はダウ・ケミカル
（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）社傘下のアンガス・ケミカル（Ａｎｇｕｓ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ）社からＡＭＰ－９５として発売されている、２－アミノ－２－メチル－１－プロパ
ノールや、アルカノールアミン、固形炭酸塩、および固形苛性剤のようなアミノアルコー
ルの混合物を含んでいる。ある実施形態において、押し出し成形では、アルカリ性原料は
アルカノールアミン、アミノアルコール、固形炭酸塩および固形苛性物の混合物を含んで
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いる。固形水酸化ナトリウムの最大約５０％が、苛性剤成分として追加される。さらに質
量比にして約０．０５～５０％までの炭酸カリウムおよび／または炭酸ナトリウムが追加
される。
【００３１】
アミンオキシド
　アルカリ金属水酸化物および第二アルカリ性原料に加えて、アミンオキシド界面活性剤
が、本発明の組成物中の第一脱脂剤として機能するアルカリ原料と併せて機能する。
【００３２】
　界面活性剤又は表面張力を変える化合物もしくはポリマーのような活性成分は本発明に
おいて有用である。具体的には、界面活性剤は、得られる組成中の表面張力を改変するよ
うに機能し、被覆作用を提供し、汚れを乳化して、続く拭き取り、洗い流し、または濯ぎ
により除去できるようにすることによって汚れ除去を助長する。かなり多くの界面活性剤
が、陰イオン性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、両性界面活性剤、陽イオン性界面
活性剤および非イオン性界面活性剤のような有機界面活性剤を含んで使用される。洗浄剤
は界面活性剤または界面活性系であり、界面活性混合物とも呼ばれる。
【００３３】
　本発明の界面活性剤または界面活性混合物は、第三アミンオキシドを含む。第３アミン
オキシドの典型例には、２つのＣ１－５アルキル基と１つのより大きなＣ６－３０アルキ
ル基をもつアミンオキシドが含まれる。かかる物質の代表には、ジメチルココアミンオキ
シド、ジメチルラウリルアミンオキシド、ジメチルデシルアミンオキシド、ジメチルオク
チルアミンオキシド、ジメチルオレイルアミンオキシド、ココビスエトキシアミンオキシ
ド、牛脂ビスエトキシアミンオキシド、ビス（２－ヒドロキシエチル）セチルアミンオキ
シド、ビス（２－ヒドロキシエチル）牛脂アミンオキシド、ビス（２－ヒドロキシエチル
）水素化牛脂アミンオキシド、ビス（２－ヒドロキシエチル）ステアリルアミンオキシド
、ビス（２－ヒドロキシプロピル）牛脂アミンオキシド、ビス（２－ヒドロキシプロピル
）ステアリルアミンオキシド、ジメチル牛脂アミンオキシド、ジメチルセチルアミンオキ
シド、ジメチルミリスチルアミンオキシド、ジメチルステアリルアミンオキシド、および
ジエチルステアリルアミンオキシドがある。アミンオキシドの混合物は、ジメチルラウリ
ルアミンオキシド、ジメチルミリスチルアミンオキシド、およびジメチルセチルアミンオ
キシドの混合物が特に好ましい。基材上で送達する好ましい実施形態において、ロンザ・
グループ（Ｌｏｎｚａ　Ｇｒｏｕｐ）がＢａｒｌｏｘ１２６０として市販しているジメチ
ルラウリルアミンオキシドが有用である。Ｂａｒｌｏｘ１２６０は、水中の３個のアミン
オキシドとポリプロピレングリコールの混合物である。Ｂａｒｌｏｘ１２６０は、４１．
４％のジメチルラウリルアミンオキシド、１５％のジメチルミリスチルアミンオキシド、
３．６％のジメチルセチルアミンオキシド、２５％のポリプロピレングリコールおよび１
５％の水を含んでいる。
【００３４】
　ある実施形態において、上述のアミンオキシドは押し出しおよび型入れ両方の固形製造
法に有用である。ロンザ・グループからＢａｒｌｏｘ１２６０として発売されているジメ
チルラウリルアミンオキシドが有用である。アミンオキシドは本発明中の質量にして、約
１～最大約３０質量パーセント、約２～最大約２０質量％、および約３～最大約１０質量
％存在する。
【００３５】
界面活性剤
　アミンオキシドに加えて、非イオン性界面活性剤または非イオン性界面活性混合剤が、
基材送達を含む送達のための本発明の濃縮物に追加される。本発明のプロセスおよび製品
中で使用する特定の界面活性剤または界面活性混合剤は、製造の方法、製品の物理的形態
、使用ｐＨ、使用温度、泡制御、および汚れのタイプを含む、最終効用の状態に応じて決
めることができる。
【００３６】
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　本特許出願の目的において、「非イオン性界面活性剤」という用語は、一般に疎水基と
、（ＥＯ）ｘ基、（ＰＯ）ｙ基または（ＢＯ）ｚ基｛式中、ｘ、ｙ、ｚは約１～約１００
までの範囲の数値である｝を含む少なくとも１つの親水基とを有する界面活性剤を示す。
一般的な疎水基とかかる親水基の組合せは、かかる組成に相当な界面活性をもたらす。非
イオン性界面活性剤の適正なタイプの例には、アルキルフェノール類のポリエチレンオキ
シド縮合物が含まれる。これらの化合物には、直鎖または分鎖構造のいずれかで約６～１
２個の炭素原子を含むアルキル基を有する、アルキルフェノール類のエチレンオキシドと
の縮合生成物が含まれる。エチレンオキシドは、アルキルフェノール１モルあたり、５～
２０モルのエチレンオキシドに等しい量で存在する。このタイプの化合物の例には、ノニ
ルフェノール１モルあたり平均約９．５モルのエチレンオキシドと縮合したノニルフェノ
ール、フェノール１モルあたり約１２モルのエチレンオキシドと縮合したドデシルフェノ
ール、フェノール１モルあたり約１５モルのエチレンオキシドと縮合したジノニルフェノ
ール、フェノール１モルあたり約１５モルのエチレンオキシドと縮合したジイソオクチル
フェノールが含まれる。
【００３７】
　エチレンオキシドと脂肪族アルコールの縮合生成物もまた、有用な界面活性特性を示す
。脂肪族アルコールのアルキル鎖は、直鎖または分鎖のいずれであってもよく、一般に約
３～約２２の炭素原子を含む。好ましくは、アルコール１モルあたり約３～約１８モルの
エチレンオキシドがある。このポリエーテルは、従来的にメチル、ベンジルなどの基を含
んだアシル基で終端キャップすることができる。かかるエトキシル化アルコールの例には
、約６モルのエチレンオキシドと１モルのトリデカノールとの縮合生成物と、ミリスチル
アルコール１モルあたり約１０モルのエチレンオキシドと縮合したミリスチルアルコール
と、エチレンオキシドと椰子油アルコールの縮合生成物（椰子油アルコールが脂肪アルコ
ールと炭素原子に１０～１４個までのばらつきのあるアルキル鎖との混合物であって、そ
の縮合物がアルコール１モルあたり約６モルのエチレンオキシドを含む）と、約９モルの
エチレンオキシドと上記の椰子油アルコールの縮合生成物とが含まれる。この種の市販さ
れている非イオン性界面活性剤の例には、ダウ（ＤＯＷ）社が販売するＴｅｒｇｉｔｏｌ
　１５－Ｓ－９と、エア・プロダクツ（Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）社が販売するＴｏｍ
ａｄｏｌ　９１－６およびＴｏｍａｄｏｌ　１－５が含まれる。
【００３８】
　エチレンオキシドと、プロピレンオキシドおよびプロピレングリコールの縮合によって
形成された疎水塩基との縮合生成物を使用できる。これらの化合物の疎水性部分は、分子
量が約１，５００～１，８００であり、当然ながら不水溶性を示す。ポリオキシエチレン
構成部分をこの疎水性部分に追加すると、全体として分子の水溶性が増加する傾向があり
、生成物の液体特性は、ポリオキシエチレン含有量が縮合生成物の総質量の約５０％にな
る時点まで維持される。このタイプの化合物の例には、ＢＡＳＦ社によって市販されてい
るＰｌｕｒｏｎｉｃおよびＰｌｕｒａｆａｃ界面活性剤が含まれる。
【００３９】
　非イオン性界面活性剤には、ＥＯ、ＰＯおよびＢＯブロックを有するアルコールアルコ
キシレートが含まれ得る。直鎖第一級脂肪族アルコールアルコキシレートは、非イオン性
界面活性剤として特に有用であり得る。かかるアルコキシレートはまた、ＢＡＳＦを含む
供給元から入手可能であり、「Ｐｌｕｒａｆａｃ」および「Ｐｌｕｒｏｎｉｃ」界面活性
剤として知られている。有用であることが知られているアルコールアルコキシレートの特
定の基は、一般式としてＲ－－（ＥＯ）ｍ－－－－（ＰＯ）ｎ｛式中、ｍは約２～１０の
整数であり、ｎは約２～２０の整数である。Ｒは、約６～２０の炭素原子を有する直鎖ア
ルキル基などのいかなる適切な基でもあり得る。｝を有する基である。かかる非イオン性
界面活性剤、好ましくはアルコールアルコキシレートは、本発明において、基材上での被
覆に適した液体送達に、最大約４０質量％の量が存在する。
【００４０】
　他の有用な非イオン性界面活性剤には、キャップされた脂肪族アルコールアルコキシレ
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ートが存在する。これらのエンドキャップは、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ベン
ジル、塩素を含むが、これらに限定されるものではない。有用なアルコールアルコキシレ
ートには、エチレンジアミンエトキシレートオキシド、エチレンジアミンプロピレンオキ
シドおよびそれらの混合物と、Ｔｅｔｒｏｎｉｃの商品名で販売されているものを含むエ
チレンジアミンＥＯ－ＰＯ複合物とが含まれる。好ましくは、かかる界面活性剤は約４０
０～１０，０００の分子量を有する。キャップすることにより、単一の組成として調製し
たときの非イオンと過酸化水素およびペルオキシカルボン酸との間の相溶性が改善する。
他の有用な非イオン性界面活性剤はアルキルポリグリコシドである。アルコールアルコキ
シレートは、直鎖、分鎖、または直鎖と分鎖の組合せであり得る。アルコールアルコキシ
レートはまた、第２級アルコールアルコキシレートであり得る。上述の界面活性剤の混合
物もまた、本発明において有用である。
【００４１】
　アルコールアルコキシレートが好ましいとはいえ、他の非イオン性界面活性剤が、アル
コールアルコキシレートに代わって本発明の組成中に組み込まれ得ることが、当業者には
理解されよう。
【００４２】
　押し出し成形または型入れ成形の固形実施形態において、アルコールアルコキシレート
は、好ましくは、非イオン性界面活性剤として含まれる。アルコールアルコキシレートは
質量比にして約０．０５～最大約３０％、さらに望ましくは、０．１～最大約２７％、最
も望ましくは、約１～最大約２５％の量が存在する。アルコールアルコキシレートは尿素
と水と混合されると、組成物を凝固させる凝固剤として働く。
【００４３】
　他の有用な非イオン性界面活性剤は、修飾されたジアルキル、好ましくはジメチルポリ
シロキサンを含むシリコーン界面活性剤を包含することができる。ポリシロキサン疎水基
は、１つまたは複数の側鎖親水性ポリアルキレンオキシド基によって修飾される。このよ
うな界面活性剤は、低表面張力、高湿潤、非発泡、および優れた汚れ除去を提供する。そ
の内容全体が本明細書に参照により援用される米国特許第７，１９９，０９５号が、洗浄
組成物中のかかるシリコーン非イオン性界面活性剤の使用を教示する。かかるシリコーン
界面活性剤には、ポリジアルキルシロキサン、好ましくはポリエーテル基、典型的にはポ
リエチレンオキシドがヒドロシリル化反応を通じてグラフト化されているポリジメチルシ
ロキサンが含まれる。このプロセスの結果、加水分解で安定した一連のＳｉ－－Ｃ結合を
通じ、シロキサン骨格に沿ってポリアルキレンオキシド基が付加された、アルキル側鎖（
ＡＰ型）共重合体が生じる。
【００４４】
　２種類目の非イオン性シリコーン界面活性剤は、アルキル終端ブロック（ＡＥＢ型）さ
れているが、これはほとんど好ましくない。その理由として、Ｓｉ－－Ｏ－－結合が、中
性または僅かなアルカリ性状態下では加水分解に対して限定的な抵抗しか提供しないが、
酸性環境では急速に機能停止することが挙げられる。
【００４５】
　シリコーン界面活性剤の例としては、モメンティブ・パーフォーマンス・マテリアルズ
（Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ）社の商品名ＳＩ
ＬＷＥＴ（登録商標）とイボニック・インダストリーズ（Ｅｖｏｎｉｋ　Ｉｎｄｕｓｔｒ
ｉｅｓ）社の商品名ＴＥＧＯＰＲＥＮ（登録商標）が販売されている。
【００４６】
　非イオン性界面活性剤に加え、陰イオン界面活性剤または陰イオン界面活性剤混合物は
、任意で固形組成物に含まれている。「陰イオン性界面活性剤」という用語には、疎水性
物質状の電荷がマイナスとなるため、陰イオンに分類されるどの界面活性物質も含まれる
。すなわち、ｐＨが中性以上にまで上昇しない限り、分子の疎水性部分が電荷をもたない
界面活性物質が含まれる（例、カルボン酸）。カルボン酸塩、スルホン酸塩、硫酸塩、お
よびリン酸塩は陰イオン界面活性剤中に含まれる、（親水性の）極性可溶基である。これ
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らの極性基に付随する陽イオン（対イオン）のうち、ナトリウム、リチウムおよびカリウ
ムは水溶性を与え、アンモニウムイオンおよび置換アンモニウムイオンは水溶性と油溶性
の両方を提供し、カルシウム、バリウムおよびマグネシウムは油溶性を促進する。
【００４７】
　当業者間で理解されているように、陰イオン剤は優れた洗浄界面活性剤であり、それゆ
え強力な洗浄組成物に好んで追加される。陰イオン剤は本発明の組成物に対する有用な添
加剤である。さらに、陰イオン界面活性化合物は、組成物中で洗浄力以外の特殊な化学的
または物理的特性を付与するのに有用である。陰イオン剤は優れた溶解剤であり、屈水効
果および曇点制御に使用できる。
【００４８】
　当業者には理解されるように、市販される大量の陰イオン性界面活性剤の大部分は、５
つの主要化学分類と追加のサブグループに細分化することができ、それは「Ｓｕｒｆａｃ
ｔａｎｔ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ」　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　＆　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅ
ｓ，　第１０４（２）巻７１８６（１９８９年）に記載されている。第１類には、アシル
グルアマート、アシルペプチド、サルコシナート（例えば、Ｎ－アシルサルコシナート）
、タウリン（たとえば、Ｎ－アシルタウリンおよびメチルタウライドの脂肪酸アミド）お
よび類似物などのアシルアミノ酸（およびその塩）が含まれる。第２類には、アルカン酸
（およびアルカノアート）、エステルカルボン酸（例えば、アルキルコハク酸）、エーテ
ルカルボン酸、および類似物などのカルボン酸（およびその塩）が含まれる。第３類には
、リン酸エステルとその塩が含まれる。第４類には、イセチオネート（例えば、アシルイ
セチオネート）、アルキルアリールスルホン酸塩、アルキルスルホン酸塩、スルホコハク
酸塩（例えば、スルホコハク酸塩のモノエステルおよびジエステル）、および類似物など
のスルホン酸（およびその塩）が含まれる。第５類には、アルキルエーテル硫酸塩、アル
キル硫酸塩、および類似物などの硫酸エステル（およびその塩）が含まれる。
【００４９】
　本組成物での使用に適した陰イオン硫酸塩界面活性剤は、直鎖および分岐鎖第一および
第二アルキル硫酸塩、アルキルエトキシ硫酸塩、脂肪族オレイルグリセロール硫酸塩、ア
ルキルフェノールエチレンオキサイドエーテル硫酸塩、Ｃ５～Ｃ１７アシル－Ｎ－－（Ｃ

１～Ｃ４アルキル）および－－Ｎ－－（Ｃ１～Ｃ２ヒドロキシアルキル）グルカミン硫酸
塩、およびアルキルポリグルコシドの硫酸塩（本明細書に記載の非イオン非硫化化合物）
のようなアルキル多糖類の硫酸塩および類似物を含む。
【００５０】
　適切な合成の水溶性陰イオン洗浄剤化合物の例には、アンモニウムおよび（モノ－、ジ
－、およびトリエタノールアミンなどの）置換アンモニウムと、直鎖または分鎖のアルキ
ル基中に５～１８個の炭素原子を含んでいるアルキルベンゼンスルホン酸塩などのアルキ
ル単核芳香族スルホン酸塩のアルカリ金属（ナトリウム、リチウム、およびカリウムなど
）塩、例えばアルキルベンゼンスルホン酸塩、またはアルキルトルエン、キシレン、クメ
ン、およびフェノールスルホン酸の塩と、アルキルナフタレンスルホン酸塩、ジメチルナ
フタレンスルホン酸塩、ならびにジノニルナフタレンスルホン酸塩およびアルコキシル化
誘導体とが含まれる。
【００５１】
　本組成中での使用に適する陰イオン性カルボン酸塩界面活性剤には、アルキルカルボン
酸塩、アルキルエトキシカルボン酸塩、およびアルキルポリエトキシポリカルボン酸塩界
面活性剤が含まれる。
【００５２】
　本組成中での使用に適した他の陰イオン性洗浄剤には、長鎖アルケンスルホン酸塩、長
鎖ヒドロキシアルカンスルホン酸塩などのオレフィンスルホン酸塩、またはアルケンスル
ホン酸塩とヒドロキシアルカンスルホン酸塩の混合物が含まれる。さらには、アルキル硫
酸塩、アルキルポリ（エチレンオキシ）エーテル硫酸塩、および硫酸塩またはエチレンオ
キシドの縮合製品、およびノニルフェノール（通常、１分子当たり１～６個のオキシエチ
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レン基をもつ）のような芳香族ポリ（エチレンオキシ）硫酸塩も含まれる。樹脂酸および
水素添加樹脂酸も適しており、例えばロジン、水素添加ロジン、および脂油に存在するか
または脂油から抽出される樹脂酸および水素添加樹脂酸などがここに含まれる。
【００５３】
　存在する場合、陰イオン界面活性剤は、好ましくは直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナ
トリウムまたはラウリル硫酸ナトリウムであって、好ましくは最大５０質量％の量で存在
する。
【００５４】
　固形組成物において、顆粒、粉末、針状の陰イオン性界面活性剤が任意で提供される。
陰イオン界面活性剤は、顆粒または粉末の直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム（
ステパン（Ｓｔｅｐａｎ）社のＮａｃｃｏｎｏｌ９０Ｇなど）あるいは顆粒、粉末、また
は針状のラウリル硫酸ナトリウム（ローディア・ノバケア（Ｒｈｏｄｉａ　Ｎｏｖａｃａ
ｒｅ）社のＲｈｏｄａｐｏｎ　ＬＳ－９２／ＲＮなど）が好まれる。顆粒、粉末または針
状の陰イオン界面活性剤は、質量比にして最大約５０％、さらに望ましくは最大約４５％
、最も望ましくは最大約４０％と同等の量が存在する。
【００５５】
溶媒
　溶媒は、汚れ除去特性をある程度高める上で、本発明の組成物において有用である。本
発明の組成物は非水性または水性溶媒を含む。好まれる溶媒は、非水性の含酸素溶媒であ
る。含酸素溶媒には、低級アルカノール、低級アルキルエ―テル、グリコール、アリール
グリコールエーテル、および低級アルキルグリコールエーテルが含まれる。これらの材料
は低刺激の好ましい臭いをもつ無色の液体で、優れた溶媒およびカップリング剤であり、
本発明の水性使用組成物と混和性がある。有用な溶媒の例には、メタノール、エタノール
、プロパノール、イソプロパノールおよびブタノール、イソブタノール、エチレングリコ
ール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロ
ピレングリコール、混合エチレン－プロピレングリコールエーテル、エチレングリコール
フェニルエーテル、およびプロピレングリコールフェニルエーテルが含まれる。実質的に
水溶性のグリコールエーテル溶媒には、プロピレングリコールメチルエーテル、プロピレ
ングリコールプロピルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、トリプロピレ
ングリコールメチルエーテル、エチレングリコールブチルエーテル、ジエチレングリコー
ルメチルエーテル、ジエチレングリコールブチルエーテル、エチレングリコールジメチル
エーテル、エチレングリコールプロピルエーテル、ジエチレングリコールエチルエーテル
、トリエチレングリコールメチルエーテル、トリエチレングリコールエチルエーテル、ト
リエチレングリコールブチルエーテル、および類似物が含まれる。「実質的に水溶性」の
溶媒とは、２５℃の水中に質量にして無限にまたは１００％溶解できるものと定義される
。「実質的に水溶性」のグリコールエーテル溶媒には、プロピレングリコールブチルエー
テル、ジプロピレングリコールブチルエーテル、ジプロピレングリコールプロピルエーテ
ル、トリプロピレングリコールブチルエーテル、ジプロピレングリコールジメチルエーテ
ル、プロピレングリコールフェニルエーテル、エチレングリコールヘキシルエーテル、ジ
エチレングリコールヘキシルエーテル、エチレングリコールフェニルエーテル、ジエチレ
ングリコールフェニルエーテル、および類似物が含まれる。「実質的に不水溶性」の溶媒
とは、２５℃の水中に質量にして５３％以下しか溶解しないものと定義される。好ましい
溶媒は、実質的に水溶性の溶媒である。これらの好ましい溶媒は、表面張力の低減、油脂
の可溶化、安定した単一位相系としての洗浄剤の保持などを補助する。低コスト、商業的
入手性、高引火点、および溶媒強度の理由から、ジエチレングリコールモノブチルエーテ
ルが好ましい溶媒である。
【００５６】
追加成分
　任意の成分の多くは、本発明の押し出し成形または型入れ成形の固形組成物に追加でき
る。固形物が、軟水に比して、硬水に溶けるのであれば、キレート剤は望ましい任意成分
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である。非水溶性溶媒および／または水溶性非イオン性界面活性剤が含まれるなら、希釈
後均一な安定液状溶液を保つために、ヒドロトロープが含まれることが望ましい。保存料
、香料、および染料が、本発明の濃縮組成に任意選択的に追加される他の成分の例である
。これらの任意選択の追加成分については、後ほど詳細に論じる。
【００５７】
ヒドロトロープ
　向水性とは、不溶性となる傾向のある液相の物質において、その溶解性または混和性を
改善する物質の能力に関連する特性である。向水性をもたらす物質をヒドロトロープと呼
び、溶解される材料よりも相対的に低い濃度の場合に用いられる。ヒドロトロープは不溶
物質の可溶性を高めるよう製剤を改変し、ミセル構造または混合ミセル構造を生成するこ
とにより、不溶物質の安定懸濁液を調製する。向水性のメカニズムは完全には解明されて
いない。おそらく、主たる溶媒間、この場合は水と不溶性物質の間の水素結合がヒドロト
ロープによって改善されるか、またはヒドロトロープが不溶性組成の周りにミセル構造を
作り懸濁液／溶液中の物質を保持するものと考えられる。本発明において、固形組成物が
使用場所で分配され、そこで非水溶性溶媒または非水溶性非イオン性界面活性剤が実施形
態に提供されるとき、ヒドロトロープは最終用途向けの安定した水を主成分とする溶液の
維持に最も有用である。
【００５８】
　ヒドロトロープ物質は、幅広い化学分子タイプにおいて向水特性を示すことが比較的よ
く知られている。ヒドロトロープには一般的に、エーテル化合物、アルコール化合物、非
イオン性界面活性剤、陽イオン性界面活性剤、およびその他の材料が含まれる。ヒドロト
ロープは、界面活性剤をさらに濃縮した製剤にできるよう洗浄調製物で使用される。ヒド
ロトロープは、水性溶液中の疎水化合物を溶解させる化合物である。
【００５９】
　さらに、非水溶性界面活性剤および／または非水溶性溶媒が本発明の組成物に含まれて
いるとき、芳香族スルホン酸またはその塩が有用なヒドロトロープであることが分かって
いる。かかるヒドロトロープの例には、キシレンスルホン酸、ナフタリンスルホン酸、ク
メンスルホン酸、およびトルエンスルホン酸またはそのナトリウムおよびアンモニウム塩
がある。特に固形または粉末形態のヒドロトロープは、ステパン社からＳｔｅｐａｎａｔ
ｅ　ＳＸＳ－９３として発売されているキシレンスルホン酸ナトリウムなどを任意に含む
ことがある。本発明のある実施形態において、ヒドロトロープは約０～最大約２０質量パ
ーセントの量が含まれている。その他の粉末または顆粒ヒドロトロープも有用である。
【００６０】
キレート剤
　本発明の活性洗浄組成は、金属化合物汚れの除去と用水中における硬度成分の有害作用
低減を助長する金属イオン封鎖剤またはキレート剤を含むことができる。一般的に、カル
シウム、マグネシウム、イオン、マンガン、モリブデンなどの陽イオンや化合物といった
多価金属陽イオンもしくは化合物、またはそれらの組み合わせは、用水中および複合汚れ
中に存在する。かかる化合物または陽イオンは、強固な汚れを含むことがあり、また洗浄
処理中に、洗浄組成物または濯ぎ組成物のいずれかの働きを妨げることがある。キレート
剤は、かかる化合物または陽イオンを汚れ面から効果的に複合し除去することができ、ま
た本発明の非イオン性界面活性剤および陰イオン界面活性剤を含む諸活性成分の不適切な
相互作用を低減または排除することができる。有機、無機どちらのキレート剤も一般的で
あり、使用可能である。無機キレート剤には、トリポリリン酸塩および他のより高位の直
鎖および環状ポリリン酸塩類などの化合物が含まれる。有機キレート剤には、高分子キレ
ート剤および低分子キレート剤の両方が含まれる。有機低分子キレート剤は、一般に有機
カルボン酸塩化合物または有機リン酸塩キレート剤である。高分子キレート剤には一般に
、ポリアクリル酸化合物などのポリアニオン系組成が含まれる。小分子有機キレート剤に
は、グルコン酸ナトリウム、グルコヘプトン酸ナトリウム、Ｎ－ヒドロキシエチルエチレ
ンジアミン三酢酸（ＨＥＤＴＡ）、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢
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酸（ＮＴＡ）、ジエチレントリアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）、エチレンジアミンテトラプロ
ピオン酸、トリエチレンテトラアミン六酢酸（ＴＴＨＡ）、およびそれらのアルカリ金属
、アンモニウムおよび置換アンモニウム塩、エチレンジアミン四酢酸四ナトリウム塩（Ｅ
ＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）三ナトリウム塩、エタノールジグリシン二ナトリウ
ム塩（ＥＤＧ）、ジエタノールグリシンナトリウム塩（ＤＥＧ）、および１，３－プロピ
レンジアミン四酢酸（ＰＤＴＡ）、ジカルボキシメチルグルタミン酸四ナトリウム塩（Ｇ
ＬＤＡ）、メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－アセト酢酸三ナトリウム塩（ＭＧＤＡ）、およびイ
ミノジコハク酸塩（ＩＤＳ）が含まれる。これらすべては既知の市販物である。小分子有
機キレート剤にはまた、ＥＤＧ、ＭＧＤＡ、およびＧＬＤＡ型分子由来のキレートおよび
ヒドロトロープ機能の組合せを有する生物分解性金属イオン封鎖剤が含まれる。グルコン
酸ナトリウムは、無機アルカリ性原料に不純物として存在する鉄イオンをキレートする、
特に有用な金属イオン封鎖剤である。好まれる金属封鎖剤には、エチレンジアミン四酢酸
四ナトリウム塩（ＥＤＴＡ）、ジカルボキシメチルグルタミン酸四ナトリウム塩（ＧＬＤ
Ａ）、メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－アセト酢酸三ナトリウム塩（ＭＧＤＡ）、イミノ二コハ
ク酸ナトリウム塩（ＩＤＳ）、グルコン酸ナトリウムが含まれるが、これらが粉末か顆粒
形態にて提供されているためである。
【００６１】
　本発明のある実施形態において、任意のキレート剤は顆粒または粉末であり、エチレン
ジアミン四酢酸四ナトリウム塩（ＥＤＴＡ）、ジカルボキシメチルグルタミン酸四ナトリ
ウム塩（ＧＬＤＡ）、メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－アセト酢酸三ナトリウム塩（ＭＧＤＡ）
、イミノ二コハク酸ナトリウム塩（ＩＤＳ）、グルコン酸ナトリウム、またはそれらの組
み合わせが、その含有量において約０．０５～約５０質量％、さらに望ましくは約５～約
４５質量％、最も望ましくは１０～約４０質量％であることが好まれる。
【００６２】
腐食防止剤
　腐食防止剤は、少量の濃縮物として加えると、腐食、もしくは金属または合金の酸化と
見なされる作用を停止または減速させる。適合する腐食防止剤の例には、腐食を阻害する
が組成物の溶解活性を著しく妨げないものを含む。本発明の組成に任意選択的に加えるこ
とができる腐食防止剤には、ケイ酸塩、リン酸塩、マグネシウムイオンおよび／または亜
鉛イオンが含まれる。好ましくは、金属イオンは水溶性型で提供される。マグネシウムイ
オンおよび亜鉛イオンの有用な水溶性型の例には、それぞれの金属の塩化物、硝酸塩、お
よび硫酸塩を含む、それらの水溶性塩がある。好ましい一部の腐食防止剤には、メタケイ
酸ナトリウム、重炭酸ナトリウム、ケイ酸カリウムおよび／またはケイ酸ナトリウムが含
まれる。本発明における有用な腐食防止剤は、送達法に関わらず、メタケイ酸ナトリウム
五水和物および／または重炭酸ナトリウムである。
【００６３】
　腐食防止剤が固形送達に適した本発明の組成物に含まれるとき、質量パーセントにして
最大約２５％、より望ましくは最大約２０質量％、最も望ましくは最大約１５質量％の量
で追加される。
【００６４】
染料、香料、保存料
　染料や香料などの外観改良剤もまた、本発明の濃縮組成物へ任意で混合される。本発明
に有用な染料の例は、ミリケン・ケミカル（Ｍｉｌｌｉｋｅｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）社、
キーストーン（Ｋｅｙｓｔｏｎｅ）社、クラリアント（Ｃｌａｒｉａｎｔ）社、スペクト
ラカラーズ（Ｓｐｅｃｔｒａｃｏｌｏｒｓ）社、およびピラム（Ｐｙｌａｍ）社から販売
されている液体および粉末染料を含むが、これらに限定されるものではない。好ましい実
施形態において、ミリケン・ケミカル社から発売されているＬｉｑｕｉｔｉｎｔ　Ｂｒｉ
ｌｌｉａｎｔ　Ｏｒａｎｇｅが用いられる。好ましい固形実施形態においては、最大約１
質量％が含まれ、より望ましくは最大約０．９５質量％、最も望ましくは最大約０．９０
質量％が含まれる。
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【００６５】
　本発明の濃縮組成物に有用な芳香物質または香料の例は、Ｊ＆Ｅ　Ｓｏｚｉｏ、フィル
メニッヒ（Ｆｉｒｍｅｎｉｃｈ）、およびＩＦＦ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｆｌａ
ｖｏｒｓ　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅｓ）各社から出ている液体染料を含むが、これら
に限定されるものではない。本発明の実施形態において、Ｊ＆Ｅ　Ｓｏｚｉｏ社から発売
されているＯｒａｎｇｅ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　ＳＺ－４０１７３は、最大約１質量％含
まれ、より望ましくは最大約０．９５質量％、最も望ましくは最大約０．９０質量％含ま
れる。
【００６６】
　濃縮物および使用溶媒のｐＨが細菌増殖を抑制する濃度に至らない場合、固形物中また
は使用溶媒中に保存料が必要となる。本発明の濃縮組成中の有用な保存料の例には、メチ
ルパラベン、グルタルアルデヒド、ホルムアルデヒド、２－ブロモ－２－ニトロプロパノ
ール－１，３－ジオール、５－クロロ－２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オン、お
よび２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンが含まれるが、これらに限定されるもの
ではない。保存料は、最大約２質量％、より望ましくは最大約１質量％、最も望ましくは
最大約０．５質量％が含まれる。
【００６７】
凝固剤
　本発明の固形送達形式に使用できる他の成分は、カルバミドとしても知られる尿素、分
子量１０００以上のポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、分子量１０００以上のポリプロ
ピレングリコール（ＰＰＧ）、酸またはアルカリ処理によって水溶性化したデンプンなど
の凝固剤を含む。本発明の組成物に凝固特性を付与するか、アルカリ剤を運搬するため圧
縮タブレットに加工できる各種無機剤も有用である。かかる無機剤は、炭酸カルシウム、
硫酸マグネシウム、硫酸ナトリウム、硫酸水素ナトリウム、アルカリ金属リン酸塩、酢酸
ナトリウム、およびその他既知の水和化合物を含む。これらの水和化合物の無水物も望ま
しい。我々はアルカリ性金属カルボン酸塩洗浄組成物に対する、新しい凝固剤または結合
剤も発見した。我々は、結合剤が有機リン酸塩化合物、炭酸ナトリウム、および水の不定
形錯体を含むと考えている。結合凝固剤の比率は、参照により全体で本明細書に援用され
る米国特許第６，１７７，３９２号で開示されている。この炭酸酸塩リン酸塩水結合剤は
、例えば非イオン性界面活性剤のような他の凝固剤と併用されることも可能である。参照
により全体で本明細書に援用される米国特許第６，１２４，２５０号、第６，６０８，０
２３号、第６，６４９，５８６号、第７，０３７，８８６号、第７，３４１，９８７号、
第７，４２３，００５号、および第７，４４２，６７９号ではさらに、本発明の固形送達
形式の組成物を調製する上で有用な凝固剤および方法を開示している。
【００６８】
　尿素吸蔵はもうひとつの凝固方法であり、残留成分を結合する固形中で、構造を形成す
るために、尿素、水、および非イオン性界面活性剤を混合するものである。結合剤の混合
比率は、参照により全体で本明細書に援用される米国特許第４，６２４，７１３号で開示
されている。
【００６９】
水
　押し出し成形または型入れ成形の本発明固形組成物は、実質的に非水溶性である。特定
の成分はある程度の水を含むと認識されてはいるが、水溶液として提供されるかまたはは
水和塩のどちらかであるため、固形組成物は実質的に非水性のままである。
【００７０】
　追加の水は、尿素吸蔵によって組成物を凝固させるため、尿素および非イオン性界面活
性剤と併せて追加されることがある。かかる実施形態において、約１５質量％以下の水が
加えられる。
【００７１】
　水は固形組成物の一部として提供され、硬質分はほぼ含まれないと理解されたい。溶解
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した固形物の一部を取り除くために、水は脱イオン化できると考えられる。次いで、この
濃縮物は、希釈を行う場所または現場で入手可能な水を用いて希釈される。この水は、場
所に応じて様々な硬度をもち得る。脱イオン化は濃縮物の調製に望ましいものであるが、
濃縮物は脱イオン化されていない水で調製されることができる。すなわち、濃縮物は、溶
解固形物を含んだ水を用いて調合することも、硬水として分類され得る水を用いて調合す
ることもできる。
【００７２】
　様々な自治体で利用可能な用水は、多様な硬度を有している。含有するカルシウム、マ
グネシウム、鉄、マンガン、その他多価金属陽イオンが陰イオン性界面活性剤の沈殿の原
因となり得ると、一般的に理解される。一般に、使用溶液を提供する濃縮物を予期される
範囲内で大幅に希釈することにより、陰イオン界面活性剤の沈殿に対して、特定自治体か
らの用水が他の自治体の水よりも大きな影響を与えると予想される。結果として、様々な
自治体の用水中に見られる硬度を扱うことのできる、濃縮物を提供することが望ましい。
この濃縮物の希釈に使用できる希釈用水は、少なくとも１グレインの硬度をもつとき硬水
として分類することができる。希釈用の水は、少なくとも硬度５グレイン、少なくとも硬
度１０グレイン、または少なくとも硬度２０グレインをもつと予期される。
【００７３】
　固形組成物が、希釈用水を用いて希釈され、望ましい水準の洗浄特性を有することが予
期される。使用溶液が強固な汚れまたは重度の汚れの除去に必要とされる場合、固形組成
物は、希釈用水で質量比にして少なくとも１：１０で希釈できることが予期される。軽負
荷洗浄用の使用溶液が望まれる場合、固形組成物は濃縮物対希釈用水の質量比にして最大
約１：１０００で希釈できることが予期される。濃縮物対希釈用水の質量比は、約１：１
０～約１：５００、約１：２０～１：４５０、約１：３０～約１：４００、約１：４０～
約１：３５０になることが予期される。苛性組成物を含む特定の好ましい固形送達用途に
おいて、濃縮物は洗浄剤／脱脂剤を調達するため、濃縮物対希釈用水の質量比にして約１
：１０～１：５００で希釈することができる。
【００７４】
　本発明の組成物は安定した使用組成物の調製に有用である。「安定」という用語は、使
用組成物または希釈用水で調製された使用溶液および本発明の固形組成物は、溶液中に相
安定して残留することを意味する。すなわち、使用溶液が調製されてしまえば、再溶解し
たり溶液中で沈殿したりすることはないという意味である。安定した使用溶液が溶液中に
残留し、相安定であるということは、６０～８０°Ｆの環境条件下で保管された場合、最
低１週間、最低２週間、最低３週間、最低４週間にわたって、二つの相に分離してしまわ
ないということである。
【００７５】
　組成物はさらに、殺菌剤、酵素、酵素安定系、漂白剤、第二凝固剤、消泡剤、再積防止
剤および類似物を含む。
【００７６】
送達方法
　本発明の濃縮組成物は包装形態にて供給され、その包装にはタッパー、瓶、成形トレイ
、圧入または真空パック、パウチパック、カプセルが含まれる。包装された固形組成物は
、水溶性または非水溶性ポリマー容器に入れられる。非水溶性容器では、外装フィルムを
破るか切断するか、または容器のふたを外して固形組成物を取り出す。その後、固形組成
物を大量の水に投入する。フィルムが水溶性フィルム（あるいは水和性フィルム）または
水溶性カプセルの場合、パッケージされた組成濃縮物を大量の水に導入することができ、
経持的にフィルムが溶解、分解、または分散し、組成濃縮物が水と接触する。
【００７７】
　洗浄用組成濃縮物の保持または封入に使用できる非水溶性フィルムには、梱包産業で使
用される従来のフィルムが含まれる。使用できる典型的なフィルムには、ポリエチレン、
ポリプロピレン、プリブチレン、ポリエステル、およびポリアミドが含まれる。
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【００７８】
　使用できる水溶性（または水分散性）フィルムまたはカプセルには、参照により本明細
書に援用される［Ｗａｔｅｒ　Ｓｏｌｕｂｌｅ　Ｒｅｓｉｎｓ］（Ｄａｖｉｄｓｏｎおよ
びＳｉｔｔｉｇ著、Ｖａｎ　Ｎｏｓｔｒａｎｄ　Ｒｅｉｎｈｏｌｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ出版
、ニューヨーク（１９６８年））に記載のフィルムおよびカプセルをはじめとして、水溶
性ポリマーから作られたフィルムおよびカプセルが含まれる。水溶性ポリマーは、機械処
理を許容するだけの強度および柔軟性などの適切な特性をもつことができる。典型的な水
溶性ポリマーには、ポリビニルアルコール、セルロースエーテル、ポリエチレンオキシド
、デンプン、ポリビニルピロリドン、ポリアクリルアミド、ポリビニルメチルエーテルマ
レイン酸無水物、ポリマレイン酸無水物、スチレンマレイン酸無水物、ヒドロキシエチル
セルロース、メチルセルロース、ポリエチレングリコール、カルボキシメチルセルロース
、ポリアクリル酸塩、アルギン酸塩、アクリルアミド共重合体、グアールゴム、カゼイン
、エチレン無水マレイン酸樹脂類、ポリエチレンイミン、エチルヒドロキシエチルセルロ
ース、エチルメチルセルロースおよびヒドロキシエチルメチルセルロースが含まれる。比
較的分子量の小さい水溶性ポリビニルアルコール膜形成ポリマーが一般に好ましい。使用
できるポリビニルアルコールには、平均分子量が約１，０００～約３００，０００、約２
，０００～約１５０，０００、および約３，０００～約１００，０００のポリビニルアル
コールが含まれる。
【００７９】
　典型的な水溶性パッケージ用フィルムは、参照により全体で本明細書に援用される米国
特許第６，５０３，８７９号、第６，２２８，８２５号、第６，３０３，５５３号、第６
，４７５，９７７号、および第６，６３２，７８５号に開示されている。加えて、Ｙａｎ
ｇ氏の米国特許第４，４７４，９７６号、Ｓｏｎｅｎｓｔｅｉｎ氏の米国特許第４，６９
２，４９４号、Ｃｈａｎｇ氏の米国特許第４，６０８，１８７号、Ｈａｑ氏の米国特許第
４，４１６，７９３号、Ｃｌａｒｋｅ氏の米国特許第４，３４８，２９３号、Ｌｅｅ氏の
米国特許第４，２８９，８１５号、およびＡｌｂｅｒｔ氏の米国特許第３，６９５，９８
９号を参照されたい（これらは、参照により全体で本明細書に援用される。）。濃縮物の
包装に使用できる典型的な水溶性ポリマーには、ポリビニルアルコールが含まれる。
【００８０】
　本発明のひとつの実施形態において、濃縮組成物はカプセル、又は粉末、固形、もしく
は粗粉末（水溶性材料に包含・非包含）を圧縮したタブレットまたはペレットとして供給
される。組成物のカプセル、タブレット、もしくはペレットが材料に入れて供給される場
合、カプセル、タブレット、もしくはペレットは定量の水に投入でき、水溶性材料が溶解
、分解、または分散して濃縮組成物が水と接触する。瓶首（例えばスプレー容器）のよう
な特定の物理的形状を通して投入することが容易であるため、カプセル、タブレット、ペ
レットは有利であり得る。したがって、スプレー容器内の洗浄組成物を使い切った、また
はほぼ使い切った場合、水を入れたスプレー容器にカプセル、タブレット、もしくはペレ
ットを入れるか、またはカプセル、タブレット、もしくはペレットを入れたスプレー容器
を水で満たせばよい。固形物はカプセル、タブレット、もしくはペレットの形状に成形で
きる。固形物は先に述べた、水溶性ポリマーまたは水分散性ポリマーから成るカプセル材
料で固形物の周りを包むことも可能である。この開示の目的において、「カプセル」、「
タブレット」および「ペレット」という用語は、代表的な目的に使用され、本発明の送達
方法を特定形状に限定する意図があるわけではない。
【００８１】
　さらに別の実施形態において、濃縮組成物は、容器に移されるまでに崩れてしまったり
劣化してしまわない固形形状で供給される。かかる容器には、濃縮組成物を入れる前に水
を満たしておくか、または濃縮組成物を容器に入れてから水を満たすことも可能である。
どちらの場合も、固形濃縮組成物は水と接触して、液化、溶解、分解する。好ましい実施
形態において、固形濃縮組成物は速やかに溶解することで使用組成物となり、さらに最終
使用者が洗浄の必要な面に対し、使用組成物を適用できる。
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【００８２】
　別の実施形態において、固形濃縮組成物は分配装置で希釈でき、それによって固形ブロ
ックに水を噴霧して使用溶液を形成することができる。水流は機械式、電気式、液圧式ま
たは類似のものを使用して、比較的一定量で送達される。固形濃縮組成物はまた、分配装
置で希釈でき、それによって固形ブロックの周りに水を注入し、固形濃縮物を溶解させて
使用溶液を形成することができる。固形濃縮組成物はまた、ペレット、タブレット、粉末
、およびペーストの分配容器およびその類似物により希釈される。
【００８３】
凝固工程
　固形ブロック洗浄組成物の製造および使用は、Ｆｅｒｎｈｏｌｚらによって開示された
米国特許再発行第３２，７６３号および第３２，８１８号、およびＨｅｉｌｅらの米国特
許第４，５９５，５２０号および第４，６８０，１３４号のそれぞれの技術において開発
された（これらは参照により全体で本明細書に援用される）。固形洗浄剤の製造において
、様々な凝固メカニズムは、固形ブロック製造を目的とした洗浄および殺菌組成物の製造
で使用されてきた。固形材料を安定したブロック型へ機械的に精製するため、凝固剤を液
体から固形へ転換する条件の下で、活性成分を凝固剤と混合することが多い。本発明に適
合するかかる凝固系のひとつが、Ｆｅｒｎｈｏｌｚの特許で開示された溶融工程である。
水酸化ナトリウム水和物は、融点約５５℃～６０℃で、凝固剤として作用する。製造工程
において、溶融水酸化ナトリウム水和物溶解液は、固形微粒子材料の導入をもって形成さ
れる。溶融腐食剤に入れられた固形微粒子材料の懸濁液または溶液が形成され、凝固のた
め、カプセル類または型形状の容器類などと呼ばれるプラスチックボトルに投入される。
材料は冷却されて凝固し、使用に供される。懸濁した、または溶解した材料は固形中にむ
らなく分散し、腐蝕性洗浄剤と調合される。
【００８４】
　Ｈｅｉｌｅらの明細書に開示されているようなプロセスは、本発明の固形組成物製造に
使用されてきた。無水炭酸塩または無水硫酸塩は、融点約５５℃の水和物を形成する工程
で水和され、一水和物、七水和物、および十水和物の固形物の一部を含む。炭酸塩水和物
は、Ｆｅｒｎｈｏｌｚらの苛性水和物と同様に、固形ブロック多成分洗浄剤を作るために
使用される。この溶融工程のその他の例には、参照により本明細書に援用されるＭｏｒｇ
ａｎｓｏｎの米国特許第４，８６１，５１８号が含まれる。これは、約３８℃以上の温度
で溶融体を形成するポリエチレングリコールのような凝固剤とともに、イオン性および非
イオン性界面活性系を熱することにより形成される、固形濃縮洗浄剤を教導するものであ
る。かかる溶融物は、他の成分と混合されて同質の分散状態を形成し、その後型に流し込
まれて凝固される。参照により本明細書に援用されるＭｏｒｇａｎｓｏｎらの米国特許第
５，０８０，８１９号は、アルカリ性型入れ成形の固形組成物を適用して、効果的な非イ
オン性界面活性剤の洗剤量を使用し、低い洗浄温度で汚れ除去能を強化する方法を教導す
る。参照により本明細書に援用されるＧｌａｄｆｅｌｔｅｒの米国特許第５，３１６，６
８８号は、水溶性または水分散性フィルム包装で包まれた固形ブロック洗浄組成物を教導
する。
【００８５】
　参照により全体で本明細書に援用される、Ｇｌａｄｆｅｌｔｅｒの米国特許第５，０７
８，３０１号、第５，１９８，１９８号、および第５，２３４，６１５号、ならびにＧａ
ｎｓｓｅｒの米国特許第４，８２３，４４１号および第４，９３１，２０２号に示される
固形ペレット材料は、本発明の固形組成物の調製に有用である。かかるペレット材料は当
業で一般的に知られるように、主として溶融液体を押し出すことにより、またはタブレッ
トやペレット状に粉末を圧縮することで作られる。押し出し非溶融アルカリ性洗浄材料は
、参照により全体で本明細書に援用されるＧｌａｄｆｅｌｔｅｒらの米国特許第５，３１
６，６８８号で開示されている。
【００８６】
　尿素吸蔵凝固は、Ｍｏｒｇａｎｓｏｎらに米国特許第４，６２４，７１３号で開示され
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、本発明の固形組成物の調製に有用である。無水酢酸ナトリウムおよび類似物のような凝
固剤は、固形濃縮組成物の形成に有用な材料である。凝固剤または硬化剤を使用すること
で、高水準の液体活性を固形濃縮組成物に混合できる。
【実施例】
【００８７】
　本発明は様々な改良および代替形態に適しているが、その詳細は実施例によって示され
詳細に説明される。しかしながら、その意図は、記述された特定の実施形態に本発明を限
定するものではないと理解されたい。逆に、その意図は、本発明の精神および範囲に該当
するすべての改良物、均等物および代替物を包括することにあることを理解されたい。
【００８８】
実施例１
　苛性成分を含み、下記表１に記載される組成物を有する型入れ成形固形調製物を調製
した。
【００８９】
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【表２】

【００９０】
　ポリエチレングリコールを溶融し、次にすべての液体材料が追加することにより、実施
例１の固形濃縮物を形成した。すべての液体材料を均質になるまで完全に混合した。すべ
ての顆粒および粉末材料を追加し、その後に均質になるまで完全に混合した。組成物を型
に流し込み、固化させた。固まったら、成形固形ブロックを作るため、組成物を型から外
した。
【００９１】
実施例２
　苛性成分の高濃縮物を含み、下記表２に記載される組成物を有する押し出し成形固形調
製物を調製した。
【００９２】
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【表３】

【００９３】
　すべての顆粒および粉末材料を均質になるまで完全に混合することにより、実施例２の
固形濃縮物を形成した。その後すべての液体材料を均質になるまで完全に混合した。液体
混合物および顆粒／粉末混合物を二軸押出機に分けて入れ、押出機の中で完全に均質にな
るまで混合して、押し出した。押し出された固形物をブロックに切り分け、固化した。
【００９４】
実施例３
　苛性成分の低濃縮物を含み、下記表３に記載される組成物を有する押し出し成形固形調
製物が調製した。
【００９５】
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【表４】

【００９６】
　すべての顆粒および粉末材料を均質になるまで完全に混合することにより実施例３の固
形濃縮物を形成した。すべての液体材料を均質になるまで完全に混合した。液体混合物お
よび顆粒／粉末混合物を二軸押出機に分けて入れられ、押出機の中で完全に均質になるま
で混合して、押し出された。押し出された固形物をブロックに切り分けて、固化した。
【００９７】
実施例４
　苛性成分の低濃縮物を含み、下表４に記載される組成物を有する押し出し成形固形調製
物を調製した。
【００９８】
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【表５】

【００９９】
　すべての顆粒および粉末材料を均質になるまで完全に混合することにより、実施例４の
固形濃縮物を形成した。その後すべての液体材料を均質になるまで完全に混合した。液体
混合物および顆粒／粉末混合物を二軸押出機に分けて入れ、押出機の中で完全に均質にな
るまで混合して、押し出す。押し出された固形物をブロックに切り分けて固化する。
【０１００】
実施例５
　苛性成分の高濃縮物を含み、下記表５に記載される組成物を有する押し出し成形固形調
製物を調製した。
【０１０１】
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【表６】

【０１０２】
　すべての顆粒および粉末材料を均質になるまで完全に混合することにより、実施例５の
固形濃縮物を形成する。その後すべての液体材料を均質になるまで完全に混合する。
液体混合物および顆粒／粉末混合物を二軸押出機に分けて入れ、押出機の中で完全に均質
になるまで混合して押し出す。押し出された固形物をブロックに切り分け、固化する。
【０１０３】
実施例６
　この実施例６では、本発明の組成物の油脂汚れ除去について市販対照品と比較して有効
性を実証する。
【０１０４】
　１リットルの水に固形の組成物Ｚを１４．９８ｇ溶解させて、上記実施例３で供給され
た組成物Ｚの使用溶液を調製した。次いで、この使用組成を、体積にして１：９に希釈し
、様々な未使用および使用済みの調理用油、グリース、およびオイルの上に、対照の脱脂
剤、Ｔｉｔａｎ（商標）脱脂剤（米国ミネソタ州セントポールに所在するイーコラブ（Ｅ
ｃｏｌａｂ）社が販売）と同時にスプレー缶から噴霧、または滴下して、１．５分間放置
した。１．５分の経過後、汚れを冷水で穏やかに濯いだ。パネルを乾燥させた。相対的な
汚れ除去は、同じパネル上にある対照品の洗浄能力と比較された。
【０１０５】
　組成物Ｚの使用溶液は、ステンレス硬質面から使用済み動物性油脂の１００％を脱脂／
洗浄した点で有効であったが、対照品はステンレス硬質面から使用済み動物性油脂の５０
％を脱脂／洗浄した点で有効であった。
【０１０６】
　本発明は、上述の特定の例に限定されるものではなく、むしろ、添付の特許請求におい
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て適正に定められ、本発明のすべての態様を包含するとものとして理解されたい。本発明
を適用することのできる多様な改良形態、均等の手順、ならびに多数の構造は、本発明が
対象とする当業界の技術者には容易に明らかとなろう。
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